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二
〇
一
一
年
春
頃
、
当
時
ま
だ
大
学
院
生
だ
っ
た
筆
者
は
、
年
末
の

巴
金
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
て
論
文
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
こ

の
時
に
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
「
巴
金
は
い
か
に
サ
ッ
コ
＝
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ

テ
ィ
事
件
に
関
心
を
寄
せ
た
か
」
と
い
う
も
の
で
、
関
連
資
料
を
蒐
集

し
始
め
る
と
、
早
速
山
口
守
氏
の
諸
論
考
に
辿
り
着
い
た
。
こ
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
研
究
は
中
国
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
氏

の
論
考
が
も
っ
と
も
先
駆
的
か
つ
総
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ

て
巴
金
（
一
九
〇
四
―
二
〇
〇
五
）
と
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
（Bartolom

eo 

Vanzetti　

一
八
八
八
―
一
九
二
七
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
も
翻
刻

紹
介
さ
れ
て
い
た
た
め
、
論
考
と
と
も
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

と
は
い
え
、
当
時
は
氏
の
問
題
関
心
と
そ
の
広
が
り
を
あ
ま
り
気
に
留

め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本
書
を
通
読
し
て
漸
く
そ
れ
を
理
解
し
た
次

第
で
あ
る
。 巴

金
―
―
連
帯
の
理
想
に
生
き
た
知
識
人

近
藤　

光
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「
巴
金
と
サ
ッ
コ
＝
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
事
件
」
に
関
す
る
諸
論
考
は
、

本
書
第
一
章
第
二
節
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
、「
赤
狩
り
」

旋
風
が
吹
き
荒
れ
る
一
九
二
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
で
発
生
し
た
現
金
強
奪
殺
人
事
件
を
契
機
に
誤
認
逮
捕
・
処
刑

さ
れ
た
二
人
の
イ
タ
リ
ア
系
ア
ナ
キ
ス
ト
に
対
す
る
迫
害
事
件
で
あ

る
。
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
信
奉
し
て
い
た
巴
金
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た

一
九
二
七
年
に
事
件
を
知
り
両
氏
の
救
援
活
動
に
加
わ
っ
た
が
、
彼
は

こ
の
当
時
、
実
践
活
動
に
挺
身
す
る
間
も
な
く
中
国
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動

の
挫
折
を
経
験
し
、
多
く
の
ア
ナ
キ
ス
ト
が
国
民
党
に
擦
り
寄
り
右
傾

化
す
る
あ
り
さ
ま
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、失
意
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
孤
独
、
憂
愁
、
苦
悩
を
払
拭
し
巴
金
を
勇
気
づ
け
た
の
は

ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
と
の
文
通
で
あ
り
、
己
の
死
を
超
え
た
希
望
と
理
想

を
巴
金
に
実
感
さ
せ
、
自
己
と
世
界
を
繫
ぐ
絆
を
気
づ
か
せ
た
も
の
こ

山
口
守
著

巴
金
と
ア
ナ
キ
ズ
ム

理
想
主
義
の
光
と
影

https://www.toho-shoten.co.jp/toho-web/search/detail?id=4990635770&bookType=jp
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そ
、
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
の
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
じ
頃
、
巴
金
は

ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
ナ
キ
ス
ト
、
エ
マ
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
（Em

m
a 

G
oldm

an　

一
八
六
九
―
一
九
四
〇
）
と
も
文
通
を
し
て
お
り
、
共
産
主

義
勢
力
が
台
頭
し
ア
ナ
キ
ス
ト
が
右
傾
化
す
る
な
か
、
中
国
ア
ナ
キ
ス

ト
が
い
か
に
自
主
性
を
確
保
し
つ
つ
中
国
革
命
を
展
望
し
、
世
界
の
ア

ナ
キ
ズ
ム
運
動
と
連
帯
を
図
る
か
と
い
う
問
題
に
強
い
関
心
を
示
し
た

（
同
章
第
一
節
）。
巴
金
が
こ
の
時
期
に
発
表
し
た
政
論
の
多
く
は
ア
メ

リ
カ
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
雑
誌
『
平
等
』（The Equality

）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
雑
誌
の
創
刊
者
で
あ
る
劉
忠
士
（R

ay Jones　

一
八
九
二

―
一
九
七
九
）
は
、
一
九
〇
九
年
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
華
人
労
働
者

で
、
人
種
や
言
語
、
民
族
や
国
家
の
違
い
を
超
え
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
よ

る
連
帯
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
劉
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
立
場

が
彼
と
巴
金
を
結
び
つ
け
る
こ
と
と
な
り
、
巴
金
を
編
集
者
に
迎
え

た
『
平
等
』
は
、
中
国
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
の
枠
を
超
え
て
広
く
ア
ナ
キ

ズ
ム
を
宣
伝
す
る
、
世
界
性
志
向
の
性
質
を
持
っ
て
い
た
（
同
章
第
三

節
）。
こ
の
よ
う
な
自
己
と
世
界
を
繫
ぐ
絆
を
追
い
求
め
る
巴
金
の
姿

勢
は
以
降
も
変
わ
る
こ
と
な
く
貫
か
れ
て
い
る
と
氏
は
指
摘
す
る
。
例

え
ば
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
頃
、
巴
金
は
唯
一
の
原
則
に
基
づ
く
統
一

体
の
構
築
を
目
指
す
統
一
戦
線
を
拒
否
し
、
各
人
や
各
集
団
が
自
主
性

や
固
有
の
信
念
を
保
持
し
協
力
す
る
連
合
戦
線
を
唱
え
、
こ
れ
を
抗
日

戦
争
に
お
け
る
主
要
原
理
に
据
え
た
。
そ
し
て
、
同
時
期
に
展
開
さ
れ

た
対
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
革
命
に
お
け
る
労
働
者
や

農
民
に
よ
る
自
治
や
自
主
管
理
を
、
抗
日
戦
争
に
お
け
る
革
命
実
践
と

重
ね
合
わ
せ
て
評
価
し
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
革
命
の
な
か
で
活
躍
し

た
ア
ナ
キ
ス
ト
と
そ
の
思
想
に
対
し
て
、
巴
金
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
か

ら
注
目
し
て
い
た
が
、
彼
ら
に
寄
せ
た
共
感
は
一
九
三
〇
年
代
初
期
か

ら
閩
粤
一
帯
で
教
育
に
携
わ
る
中
国
ア
ナ
キ
ス
ト
の
自
主
管
理
的
な
実

践
活
動
に
対
す
る
敬
意
と
連
動
し
て
い
る
と
い
う
（
同
章
第
四
節
）。
巴

金
に
お
け
る
ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
の
連
帯
意
識
は
、
抗
日
戦
争
に
お
け

る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
や
後
の
共
産
主
義
政
権
の
成
立
に
隠
れ
て

読
み
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
そ
の
展
開
と
特
徴
は
、
巴
金
が

一
九
五
〇
年
代
頃
ま
で
欧
米
ア
ナ
キ
ス
ト
と
交
わ
し
た
往
復
書
簡
に
表

れ
て
い
る
（
同
章
第
五
節
）。

　

氏
が
か
く
も
巴
金
の
書
簡
を
重
視
す
る
の
は
、
公
表
を
目
的
と
し
な

い
個
人
的
な
手
紙
を
含
め
、
そ
れ
が
公
刊
さ
れ
た
著
作
と
同
様
に
、
巴

金
の
思
想
の
固
有
性
や
連
続
性
を
探
る
一
つ
の
手
掛
か
り
で
あ
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
手
紙
の
や
り
取
り
と
そ
こ
に
綴
ら
れ
た
言
葉
は
、

ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
の
巴
金
、
即
ちLi Pei K

an

（
李
芾
甘
）
を
表
現
す

る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
作
家
と
し
て
の
巴
金
を
生
み
出
す
も
の
で

も
あ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、巴
金
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
滅
亡
』（
一
九
二
九

年
）
は
、
当
初
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
感
じ
た
孤
独
や
苦
悩
に
駆
ら
れ

て
断
片
的
に
書
か
れ
て
い
た
が
、
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
と
書
簡
を
交
わ
し
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た
後
に
は
、
理
想
の
た
め
に
身
を
捧
げ
る
と
い
う
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
の

自
己
犠
牲
の
精
神
が
作
品
の
主
軸
に
据
え
ら
れ
、
作
中
人
物
に
投
影
さ

れ
る
に
至
っ
た
（
第
一
章
第
二
節
）。
こ
の
よ
う
な
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
や

思
想
へ
の
関
心
と
文
学
創
作
の
実
践
と
の
相
互
関
係
を
、
氏
は
第
一
章

の
タ
イ
ト
ル
通
り
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
文
学
の
往
復
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、

本
書
で
は
「
文
学
」
な
る
も
の
を
小
説
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
散
文
や

書
簡
に
ま
で
そ
の
範
囲
を
押
し
広
げ
て
、
そ
こ
か
ら
自
己
と
世
界
を
繫

ぐ
絆
や
ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
の
批
判
精
神
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
三
章
「
日
本
経
験
」
に
よ
れ
ば
、
巴
金
は
一
九
二
〇
年
代
半
ば
頃
、

大
杉
栄
（
一
八
八
五
―
一
九
二
三
）
暗
殺
後
に
追
悼
文
を
発
表
し
年
譜
を

ま
と
め
、
古
田
大
次
郎
（
一
九
〇
〇
―
一
九
二
五
）
の
獄
中
記
『
死
の
懺

悔
』（
一
九
二
六
年
）
に
深
い
感
銘
を
受
け
る
な
ど
、
日
本
の
ア
ナ
キ
ス

ト
に
対
し
て
強
い
連
帯
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
日

本
へ
の
関
心
に
突
き
動
か
さ
れ
、
巴
金
は
一
九
三
四
年
に
日
本
を
訪
れ

る
が
、
彼
に
下
宿
を
提
供
し
た
中
国
語
教
員
の
武
田
武
雄
（
一
九
〇
三

―
一
九
八
六
）
を
モ
デ
ル
に
小
説
「
神
」・「
鬼
」（
一
九
三
五
年
）
を
書

き
、
武
田
が
政
治
や
家
庭
の
圧
力
か
ら
逃
避
し
日
蓮
宗
に
入
信
し
た
こ

と
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
巴
金
は
や
が
て

通
訳
官
と
し
て
大
陸
に
出
征
す
る
こ
と
に
な
る
武
田
に
宛
て
た
公
開
書

簡
の
な
か
で
、
戦
争
を
支
持
す
る
日
本
の
一
般
大
衆
に
抗
議
す
る
意
志

を
表
明
し
た
（
同
章
第
一
・
二
節
）。
ま
た
同
じ
頃
、
社
会
主
義
者
山
川
均

（
一
八
八
〇
―
一
九
五
八
）
は
短
文
「
支
那
軍
の
鬼
畜
性
」（
一
九
三
七
年
）

の
な
か
で
、
日
本
の
傀
儡
政
権
「
冀
東
防
共
自
治
政
府
」
を
防
衛
す
る

中
国
人
部
隊
が
日
本
の
特
務
機
関
や
警
察
の
各
施
設
を
襲
撃
し
た
通
州

事
件
（
一
九
三
七
年
）
を
批
判
し
た
が
、
巴
金
は
山
川
に
も
公
開
書
簡

を
宛
て
、
侵
略
戦
争
に
抗
し
得
ず
帝
国
主
義
に
屈
す
る
姿
勢
に
抗
議
し

た
。
巴
金
は
、
日
本
の
侵
略
戦
争
と
連
動
し
た
日
本
の
知
識
人
の
言
動

に
よ
っ
て
自
身
の
連
帯
意
識
を
裏
切
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
批
判
し

つ
つ
彼
ら
が
悔
い
改
め
本
来
の
正
義
を
自
覚
し
取
り
戻
す
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
は
ず
の
自
由

と
平
等
を
、
日
本
や
中
国
と
い
っ
た
個
別
の
区
域
に
止
ま
ら
な
い
、
人

類
全
体
の
課
題
と
し
て
広
く
捉
え
て
い
た
と
い
う
（
同
章
第
三
節
）。

　

氏
は
ま
た
、
正
義
や
道
徳
と
い
っ
た
高
尚
な
精
神
を
追
い
求
め
人
類

の
解
放
を
目
指
す
と
い
う
、
巴
金
に
お
け
る
理
想
主
義
を
、
一
九
二
〇

年
末
頃
か
ら
建
国
前
夜
に
至
る
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
小
説
に
も
見
出

し
て
お
り
、
時
系
列
に
沿
っ
て
そ
の
表
れ
方
や
表
現
手
法
の
違
い
を

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
つ

目
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
作
品
は
、
主
に
一
九
二
〇
年
末
頃
か
ら

一
九
三
〇
年
代
初
期
ま
で
に
書
か
れ
た
「
恋
愛
と
革
命
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
巴
金
は
こ
れ
ら
の
作
品
の
な
か
で
、
理
想
を
掲
げ

て
現
実
と
格
闘
し
苦
悩
す
る
青
年
た
ち
の
姿
を
描
い
て
い
る
が
、
自
身

の
思
想
と
感
情
を
過
度
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
た
め
、
自
立
し
た
作
品
世
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界
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま

れ
る
作
品
は
、
主
に
一
九
三
〇
年
代
初
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
書
か
れ

た
も
の
で
、封
建
的
な
家
族
制
度
を
描
い
た
代
表
作『
家
』（
一
九
三
三
年
）

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
作
者
自
身
の
実
体
験
に
基
づ
い
て
お
り
、
あ

る
程
度
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
備
え
時
代
や
社
会
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
し

か
し
、
作
中
に
描
か
れ
る
体
験
は
題
材
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

巴
金
の
創
作
態
度
も
以
前
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
三
つ
目
の
グ

ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
一
九
四
〇
年
代
の
作
品
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
創
作

方
法
が
克
服
さ
れ
、
一
人
称
の
叙
述
者
が
外
部
か
ら
作
品
世
界
を
観
察

す
る
と
い
う
、
相
対
化
を
図
る
表
現
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
抗
日
戦
争
下
の
市
井
の
人
々
の
暮
ら
し
を
題
材
と
す
る
こ
の
時

期
の
小
説
に
は
人
間
性
が
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

日
常
生
活
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
巴
金
の
生
活
意
識
と
作
家
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
と
の
融
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
終
到
達
点
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
小
説
『
寒
夜
』（
一
九
四
七
年
）
は
、
人
間
の
自
我
、
自
由
、

エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
絆
と
い
っ
た
問
題
を
捉
え
る
作
品
と
し
て
完
成
し
た
と

い
う
（
第
二
章
第
一
節
）。
氏
は
さ
ら
に
、
巴
金
の
理
想
主
義
を
理
解
す

る
試
み
と
し
て
、
二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
小
説
『
家
』
の
構
造

を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
巴
金
は
恋
愛
問
題

を
契
機
と
す
る
覚
慧
ら
の
若
い
世
代
と
高
老
太
爺
ら
の
古
い
世
代
と
の

対
立
関
係
を
組
み
立
て
、
か
つ
財
産
を
め
ぐ
る
同
一
世
代
内
部
の
対
立

関
係
を
描
く
一
方
、「
血
」
や
「
性
」
と
い
っ
た
「
家
」
を
形
作
る
実

質
的
要
素
を
主
題
か
ら
排
除
し
、「
親
子
」
や
「
夫
婦
」
に
お
け
る
対

立
関
係
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
家
」
の
構
造
は
平
板

化
し
作
中
の
人
物
像
も
図
式
化
さ
れ
る
が
、「
家
」
の
枠
組
み
を
明
示

し
そ
こ
か
ら
儒
教
的
秩
序
の
み
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
巴
金
は
人
間
を

図
式
的
な
世
界
に
閉
じ
込
め
る
封
建
的
な
「
家
」
を
批
判
し
、
そ
れ
が

必
然
的
に
崩
壊
す
る
と
の
信
念
を
読
者
に
伝
え
た
と
い
う
。
覚
慧
が
鳴

鳳
の
死
後
に
個
人
に
お
け
る
恋
愛
問
題
の
解
決
を
放
棄
し
、
封
建
的
秩

序
の
破
壊
に
重
き
を
置
き
家
出
す
る
と
い
う
ス
ト
イ
ッ
ク
な
生
き
方
に

も
、
理
想
主
義
に
貫
か
れ
た
巴
金
の
思
想
が
表
れ
て
い
る
（
同
章
第
三

節
）。

　

人
物
像
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
喪
失
や
単
純
化
と
引
き
換
え
に
社
会
批
判

や
理
想
主
義
を
前
面
に
押
し
出
す
と
い
う
、『
家
』
に
対
す
る
氏
の
分

析
は
、
本
書
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
示
唆
に
富
む
内
容
の
一
つ
と
言
え

る
。
筆
者
も
ま
た
、
思
想
そ
の
も
の
の
持
つ
観
念
性
が
先
行
し
た
結
果
、

人
間
性
や
人
間
の
内
面
を
ゆ
が
め
て
し
ま
う
と
い
う
点
に
関
心
が
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
人
間
理
解
の
限
界
が
巴
金
の
ほ
か
の
小
説
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
議
論
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

氏
の
今
後
の
研
究
に
引
き
続
き
注
目
し
た
い
。

（
こ
ん
ど
う
・
み
つ
お　

神
田
外
語
大
学
）


	toho464_201910
	464_hyoshi_p1-4
	464_p1-46
	464_p64-47

	差し替えp40



